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飯原 弘二

令和 2年 4月，新型コロナウイルス感染症の蔓延に終息の兆しが見えません．政府
が，史上初めての法律に基づく「緊急事態宣言」を発出し，東京，埼玉，千葉，神奈
川，大阪，兵庫，福岡の 7都府県が対象となり，その後，全国に拡大されました．
新型コロナウイルス感染症の発生初期から，脳神経外科領域のみならず，学会活動は
大きな影響を受け，3月に予定されていた学会は，軒並み延期・中止となっています．
特に大都市部の公的医療機関では，新型コロナウイルス感染症患者の受入病床の確保が
要請され，脳神経外科の通常診療に大きな影響が出ています．感染症指定医療機関にお
いても，院内感染の発生が報道されており，長期戦の様相を呈しています．
本号の扉では，筑波大学附属病院日立社会連携教育研究センター・日立総合病院の小
松洋治先生から，興味深い寄稿を頂きました．氏は若い頃に不整脈を自覚したことで，
ホルター心電図を装着しながら，クリッピング術の各局面での脈拍数の変化を知るとい
う経験をされました．氏によると，クリップを破裂脳動脈瘤にかける直前では，脈拍数
が平常時の倍以上まで上昇したそうです．
クリッピング術は，私たちの世代にとって「脳神経外科医の華」であり，私も国立循
環器病センター（当時）で病棟医長をしていた 30代最後の頃は，その「ドキドキ感」
を味わいたくて，当直をするのが楽しみでした．
血管内治療全盛の今はどうでしょうか？ 最近，J-ASPECT Studyから，脳卒中センター
の診療能力とくも膜下出血のアウトカムとの関係を調べた論文が発表されました（Kur-
ogi R et al. J Neurosurg, Published online Mar 13, 2020）．それによると，脳卒中センターの
診療能力はクリッピング術の成績には影響しますが，コイル塞栓術の成績には影響しな
いという興味深い結果でした．血管内治療全盛時代，今もクリッピング術は，治療を担
当する医師にとって自身の総合的な力が試される「華」なのでしょう．
連載「脳神経外科と数理学」では，中井智也先生・西本伸志先生による「脳活動を基
にした知覚体験・行動のデコーディング技術」について，脳活動から刺激パラメータを
復元する，最先端の技術を解説されています．テクニカルノートでは，道上怜奈先生ら
によるバイプレーン血管撮影装置を備えたハイブリッド手術室の初期使用経験が報告さ
れています．バイプレーン装置を導入した施設は稀であり，今後の症例の蓄積と研究の
発展を祈りたいと思います．本号ではそれ以外にも，稀で貴重な症例報告を多くご投稿
いただきました．多忙な中，玉稿を執筆された皆様に厚く御礼申し上げます．
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